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資料３



－１－



－２－



毎秒５個のみかんの糖度・酸度等を測定

どこの園地から、どんなみかんが出荷
されたかをマッピングシステムで管理

－３－



光センサーからの情報を地図上に表示

園地別にきめ細かな
個別面談を実施

－４－



出典：ＮＥＣソリューションイノベータ（株）パンフレット

○マニュアル化が困難とされてきた熟練者の高度な農業技術を
「ＡＩ（いわゆる農業情報化科学）」で「見える化」

熟練者の巧
みの技術を
教材化

誰もが、巧み
の技術を
学習可能

おいしいみかんを
つくるポイントは
枝切り等の技術

ＩＣＴを利用して熟
練者の巧みの技
術を教材に

巧みの技術の普及で、
三ヶ日みかんのブラン
ド力が更に向上！

－５－



○生鮮食品にとって「健康」がキーワード
○地域での１３年間の疫学研究を土台に、機能性食品表示を開始

生鮮品の
機能表示登録は
『全国初』

－６－



○企業とのコラボにより、さらなるブランドの磨き上げ

－７－



世界一のミカンビジネスにチャレンジ！

－８－




















